
本州以南におけるカラマツの
安定供給と持続的利用方策の提案

森林総合研究所
運営費交付金プロジェクト １

平成２８～３０年度

実施課題と担当組織

（１）伐期および間伐に応じた成長特性の解明と腐朽等
被害リスクの評価

森林災害・被害研究拠点、森林管理研究領域、北海道支所、
きのこ・森林微生物研究領域、森林昆虫研究領域

（２）再造林および新規造林の適地判定と供給ポテンシャ
ルの評価

森林管理研究領域、東北支所、関西支所、
森林植生研究領域、国際連携・気候変動研究拠点

（３）材質、用途および加工流通の現状分析と安定供給
体制の提案

林業経営・政策研究領域、
木材加工・特性研究領域、構造利用研究領域

課題構成

成長特性、被害リスクの解明

収穫試験地データ
等による成長特性
や材腐朽、先枯
病、マイマイガな
どの被害リスクの
解明

t

H

再造林適地、供給ポテンシャル

多地点の既存
データによる、再
造林・新規造林の
適地判定基準、供
給ポテンシャル

材質、用途、安定供給体制

材質の地域差や
新しい用途をふま
えた利用拡大、安
定供給体制の構
築に向けた提案

最適な伐期や
密度管理、リス

ク

径級別の
供給予測

腐朽等被害によ
る材質への影響

研究目的

• 本州以南におけるカラマツ人工林の成長特性や腐朽、
病虫害リスクを明らかにする。

• カラマツの再造林および新規造林の適地判定基準を
作成する。

• 現在から将来にわたる潜在的な供給可能量を地域
別、主間伐別、径級別、シナリオ別に提示する。

• 材質の地域差の有無を確認し、利用拡大のための新
たな用途を提案する。

• 間伐、皆伐、再造林、加工流通等の各段階に対する技
術的、政策的な提案を行い、本州以南におけるカラマ
ツの安定供給体制の構築に寄与する。

測定プロット(56)毎の上層樹高推定モデル
（東北4プロットは含まれていない）
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旧営林局別の上層樹高（40年前後の実測集計）
（上層樹高：上位250本の平均樹高）

旧営林局別の40年上層樹高：モデル推定値
（上層樹高：上位250本の平均樹高）
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長期固定試験地の時系列データによる地域特性の分析

カラマツ植栽を回避すべき林地
短伐期にすべき林地
カラマツ植栽を回避すべき林地
短伐期にすべき林地

地理情報
地域、標高等と被害率
地理情報
地域、標高等と被害率

幹・根の傷の有無
獣害傷、施業傷の影響
幹・根の傷の有無
獣害傷、施業傷の影響

損失材積の推定損失材積の推定

微地形・環境情報
斜度、斜面の位置＞滞水の有無
土壌タイプ、石礫などの有無 等

微地形・環境情報
斜度、斜面の位置＞滞水の有無
土壌タイプ、石礫などの有無 等

林の状態
林齢と被害率
周辺樹種と被害率

林の状態
林齢と被害率
周辺樹種と被害率

個々の腐朽木情報
腐朽菌の種類と被害程度
伐根の腐朽面積と腐朽長の関係

個々の腐朽木情報
腐朽菌の種類と被害程度
伐根の腐朽面積と腐朽長の関係

文献から得られる情報

被害軽減策の提示被害軽減策の提示

施業指針への反映

腐朽菌の入った立木の検出
＞定性間伐対象木選定

腐朽菌の入った立木の検出
＞定性間伐対象木選定

腐朽リスク因子と対策の整理



樹齢：記載のあるもので1年（植栽年）～21年生

加害：摘葉試験4件（時期をかえて）

マイマイガ7件（初夏）

ミスジツマキリエダシャク1件（夏）

マツノクロホシハバチ1件（夏と秋）

カラマツハラアカハバチ2件（夏～晩夏） 不明1件

枯死への影響

・苗木→激害では枯死

・若齢木→加害時期が遅いほど枯死率が高まる

・中齢木→枯死はまれ、激害では先端枯れや枝枯れ

ミスジツマキリエダシャク、マツノクロホシハバチで枯死例

加害時期が遅い、全葉食い尽くす（カラマツハラアカハバチは短枝葉のみ）

伸長成長、肥大成長への影響→1年遅れで1年の遅れ

・夏の加害→当年は半減またはゼロ、翌年は半減、3年目でも影響有り

・秋の加害→当年は影響なし、翌年は影響大、3年目でも影響有り

材への影響

・晩材の形成異常

虫害リスクと生残、成長への影響 地理情報と衛星分類画像による広域マッピング

中部局
国有林GIS

(現計画樹立時)
第1樹種がカラマツ

Landsat分類
画像

(2000年時点)
落葉針葉樹

多地点データによる成長特性の地域比較
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調査時林齢

長野

合板メーカー

原木市場

森林組合等を含む
素材生産業者

山林 （国有林／道県有林／私有林）

地域の原木流通を
差配する組織

国産原木

業界団体やメーカーの意向、流通実態の解明

TreeSonic
センサー間距離1m(地上高0.7‐1.7m)
2方位

応力波伝播速度(V)
ピロディン

打ち込み深さ成長錐コアサンプリング

剥皮
Pilodyn6JForest φ2.5mm

心材外心材内 辺材

 容積密度(BD)：全乾重量／生材体積

 ヤング率 E=ρV2
ピロディンとは：一定のバ
ネの力で金属片を対象に
打ち込む装置。

主産地以外の地域における材質の把握


